
コンプライアンスに対する基本姿勢・方針・規程

　当社は、コンプライアンスを実践する体制を構築するため、「MS&ADインシュアランス グループ
コンプライアンス基本方針」に基づき、コンプライアンスに対する意識の徹底に取り組んでいます。
　また、保険事業者としての社会的責任を果たすため、社員一人ひとりが「三井住友海上プライマリー
生命 行動憲章」に則り、法令や社内ルールを遵守して、お客さまをはじめとするすべてのステークホル
ダーの信頼に応えるよう、誠実かつ公正に業務を遂行します。
　なお、「行動憲章」、「コンプライアンス基本方針」のほか、コンプライアンスにかかる組織・体制
等を定めた「法令等遵守規程」、全社員が遵守すべき法令およびその事例解説等を記載した「コンプラ
イアンス・マニュアル」を制定し、それらの内容を遵守することを義務付けています。

コンプライアンス推進体制

コンプライアンス体制

　当社は、コンプライアンスを経営の最重要課題の一つと位置付けています。
　全社のコンプライアンス推進に寄与することを目的にコンプライアンス委員会を設置し、コンプライ
アンスに関する方針・規程や諸制度に関する協議のほか、全社のコンプライアンス推進状況のモニタリ
ングを行い、社内各部に対してコンプライアンスに関する施策の立案・実施に関する要請を行っています。
　また、コンプライアンスに関する事項を一元的に管理する組織としてコンプライアンス部を設置し、
コンプライアンスに関する情報の収集・分析および改善のための施策を立案し、各部に対する適切な牽制・
支援を通じて全社的なコンプライアンスの推進・徹底に取り組んでいます。なお、これらのコンプライ
アンスに関する取組み状況は定期的にコンプライアンス委員会に報告しています。
　コンプライアンス体制の整備にあたっては、3ラインモデルを意識した取組みを進めており、第2線で
あるコンプライアンス部は、リスク予兆検知に努め、第1線である社内各部のコンプライアンス・リスク
管理にかかる取組みを牽制・支援することで機能強化を図っています。また、第3線である監査部による
これら取組みにかかる検証を経て課題改善を図り、PDCAサイクルによるコンプライアンス体制の強化・
高度化に取り組んでいます。

■ 当社のコンプライアンス体制
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コンプライアンスの推進に向けた取組み

　募集管理体制や顧客保護管理体制等の強化および社員へのコンプライアンスに関する研修・指導の充
実等について、全社的な目標を定めた「コンプライアンス・プログラム」を策定し、全社的な取組みと
して推進しています。
　そして、全社での推進状況や対応すべき課題などについては、コンプライアンス部がとりまとめ、定期
的に実施内容を評価したうえで、コンプライアンス委員会および取締役会へ報告しています。
　コンプライアンス・プログラムの主な目的は、担当業務における体制整備の課題と計画を明確にして、
コンプライアンス体制を着実に整備・強化することにあります。各部が自ら担当業務内で取り組むべき
課題に対するPDCAを実践し、それを経営およびコンプライアンス部が監督することで、全社的にコンプ
ライアンスを推進する体制を構築しています。
　なお、当社では「～してはいけない」ではなく「正しいことをやろう」という動機に基づき、“誇りあ
る行動”を自律的に実践し、業務の創造性を高めていく「ポジティブ・コンプライアンス」を推進して
います。

情報管理に関する取組み
　個人情報を含むお客さま情報や取引先企業に関する情報など、様々な情報を取り扱うにあたっては、
適切な管理・運営が重要です。しかしながら、2025年には、当社から金融機関へ出向していた社員が、
出向先の内部情報を不適切に持ち出していた事案が判明しました。
　当社では本事案を重大な問題として受け止め、再発防止に向けて情報取扱ルールの抜本的な見直しと
管理体制の強化、社員教育の徹底に全社を挙げて取り組んできました。
　具体的には、取引先企業に関する情報の取扱いを定めた「会社情報管理規程」を策定するとともに、
情報管理に関連する規程類の見直しを行い、これら情報取扱ルールを全社で徹底すべく、全社員向けの
情報管理に関する研修の実施など、管理体制の強化を進めています。
　引き続き、適切な情報管理に関する意識を高める社員向けの研修やコンプライアンス部からの関連情
報の発信を継続的に行うことで、情報の適切な取扱いを徹底します。

内部通報制度（スピークアップ制度）
　法令等違反の事実やその疑いのある事案を発見した場合の報告ルールを定めています。
　また、通常の報告ルートでは報告が難しい事情がある場合の受付窓口として、MS&ADインシュアラ
ンス グループによる「スピークアップデスク」を設けています。
　さらに経営上重大な違法・不正・反倫理的行為またはそのおそれのある行為について、監査役および
持株会社の監査役への通報制度を設け、違法・不正・反倫理的行為を会社として速やかに認識して是正
を図る体制を構築しています。

マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与、拡散金融防止に向けた取組み
　当社の商品・サービスがマネー・ローンダリングやテロ資金供与、拡散金融に利用されることを防止
するための取組みとして、犯罪収益移転防止法および金融庁が定めるガイドラインに基づく取引時確認
等の顧客管理の実施、確認記録、取引記録などの作成・保存、疑わしい取引の届出を行っています。
　マネー・ローンダリングやテロ資金供与、拡散金融対策は、国際情勢の変化や、これに呼応して進化
する金融機関等の対応に強く影響を受けるため、当社もこうした動向やリスクの変化に機動的に対応す
るとともに、当社が直面するリスクを特定、評価し、リスクに見合った低減措置を講じることにより有
効な管理態勢を維持しています。

反社会的勢力への対応
　反社会的勢力との関係を遮断し、公共の信頼を維持し、適切かつ健全な業務の遂行を確保するため、「反
社会的勢力に対する基本方針」（https://www.ms-primary.com/antisocial/）を定めています。
　本方針に従って、反社会的勢力による不当・不正な要求に対しては毅然とした姿勢で臨み、全社を挙
げて反社会的勢力との関係を遮断することに努めています。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
態
勢

40 Mitsui Sumitomo Primary Life Insurance   Disclosure 2026



利益相反に関する方針

　お客さまの利益が不当に害されることのないように、「利益相反管理方針」および関連諸規程を定め、
利益相反取引の管理に努めています。

適切な保険募集の推進

勧誘方針

　お客さまに対して保険商品をご提供する際の指針として「勧誘方針」を定め、適切な募集行為の確保
に努めています。

保険募集コンプライアンスの取組み

　お客さまの商品に関する知識、経験、財産の状況
および購入目的等を総合的に勘案し、お客さまの
ご意向と実情に適合した商品を選択いただくこと
が、保険募集における最重要事項の一つと考えてい
ます。
　そのため、「保険募集管理に関する方針」等を制定
し、当社全社員および保険募集に係る業務を委託した
金融機関等の代理店が、法令等を遵守した適切な保
険募集を行うよう、保険募集管理態勢の整備・強化に
向けたPDCAサイクルを循環させています。
　一連の取組みにおいては、特に改善に向けた具体
的なアクションに重点を置いています。例として、高
齢のお客さまにご加入いただく際、親族が関与する取
組み（親族等の同席等）の推奨や、商品の開発時に
想定したお客さまに対する適切な販売を確保する態勢
の整備推進等、お客さまの属性等に即した適正な販売・
勧誘の履行を確保するための支援に努めています。

PDCAサイクルから具体的改善につなげる取組み

お客さまの立場に立った商品販売に努めます

お客さまに商品内容を十分ご理解いただけるよう、説明方法等につい
て工夫するとともに、知識の修得、研さんに励み、お客さまの誤解や混
同を招かないよう、他の生命保険商品や金融商品と明確に区別する等、
適切な表示と説明を心掛けます。

1
金融市場等の動向がお客さまのリスクに成り得る外貨建保険・変額個
人年金保険等の勧誘につきましては、お客さまご自身のご判断と責任
でお取引いただけますように、「契約締結前交付書面（契約概要／注
意喚起情報）」等の説明による、適切な情報提供に努めてまいります。

3
お客さまの商品に関する知識、経験、財産の状況および購入目的等を
総合的に勘案し、お客さまに適切な商品をご選択いただけるよう、お
客さまのご意向と実情に適合した説明に努めてまいります。2

商品の販売にあたっては、お客さまの立場に立って、時間帯、場所、方法
等について十分配慮いたします。事前のご要請がある場合を除き、社
会通念上不適当な時間帯の電話や訪問は自粛いたします。お客さまを
著しく困惑させる行為やお客さまの意思に反する行為はいたしません。

4

お客さまに関する情報については、適正に取り扱うとともに厳正に管
理いたします。1 万一保険事故が発生した場合には、ご契約の商品の内容に従い、迅

速、的確に保険金をお支払いするよう努めてまいります。3
お客さまのご意見、ご要望等をお聞きし、商品の開発・販売方法に活か
してまいります。2 ご契約者間の公平を保ち、保険制度の健全な運営と発展のために、

社会的・倫理的に不当な要請をお断りし、保険金・給付金の不正取得
等の防止に努めます。

4

適正な業務運営に努めます

「金融サービスの提供及び利用環境の整備等に関する法律」に基づき、弊社の金融商品の勧誘方針を、次のとおり定めておりますの
でご案内いたします。
保険法、保険業法、金融サービスの提供及び利用環境の整備等に関する法律、金融商品取引法、消費者契約法、個人情報の保護に関
する法律およびその他各種法令等を遵守し、適正な商品販売に努めてまいります。

  D（実行）
実地検査や契約分析
を通じたモニタリング

  A（改善）
代理店への指導・管
理、課題解決への提案

  P（計画）
保険募集管理態勢整
備に向けた取組み・
計画の策定

  C（評価）
モニタリング結果を
踏まえ各代理店の
課題を明確化

改善取組例

親族が関与する取組み（親族等の同席等）の推奨、
想定顧客への適切な販売の推進など

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
態
勢

41Mitsui Sumitomo Primary Life Insurance   Disclosure 2026




